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安
部
公
房
と
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

　

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
『
開
拓
村
』
は
、
一
九
五
五
年
九
月
八
日
、
一
〇
月

一
三
日
、
一
一
月
一
日
の
そ
れ
ぞ
れ
午
後
一
時
五
分
～
二
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

第
一
「
婦
人
の
時
間
」
番
組
枠
に
て
放
送
さ
れ
た
（
作
＝
安
部
公
房
、
演
出

＝
小
島
凡
子
、
音
楽
＝
横
田
昌
久
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
リ
ー
ジ
ャ
ほ
か
。
出
演

＝
村
上
冬
樹
、
栗
山
郁
子
、
松
宮
五
郎
ほ
か
）
。
初
回
放
送
日
の
『
朝
日
新
聞
』

（
一
九
五
五
年
九
月
八
日
）
朝
刊
ラ
ジ
オ
面
の
番
組
紹
介
記
事
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

安
部
公
房
作
の
三
部
作
を
三
回
に
わ
た
っ
て
放
送
す
る
。
開
拓
村
に

入
っ
た
人
々
は
、
土
地
を
得
る
た
め
に
は
地
主
の
私
有
地
払
い
下
げ

と
水
の
獲
得
に
必
死
の
闘
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
的
遂
行

の
途
中
乏
し
い
食
糧
に
耐
え
ら
れ
ず
逃
げ
出
し
た
り
、
子
供
が
死
ん

だ
り
、
重
労
働
の
疲
労
で
病
気
に
な
っ
た
り
、
様
々
の
辛
苦
を
な
め

る
。）

1
（

 

　

こ
の
作
品
以
前
に
安
部
は
『
社
会
の
表
情　

人
間
を
喰
う
神
様
』

（
一
九
五
四
年
三
月
六
日
、
文
化
放
送
）
、
『
闖
入
者
』
（
一
九
五
五
年
七
月
二
一
日
、

朝
日
放
送
）
と
い
う
二
本
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
手
掛
け
て
お
り
、
安
部
に

と
っ
て
『
開
拓
村
』
は
三
本
目
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
な
る
。
た
だ
し
、『
人

間
を
喰
う
神
様
』
は
劇
要
素
の
極
め
て
少
な
い
録
音
ル
ポ
に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
『
闖
入
者
』
は
既
発
表
の
小
説
（
「
闖
入
者
」
『
新
潮
』

一
九
五
一
年
一
一
月
）
の
翻
案
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
沼
田
幸
二
と
の
共

同
執
筆
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ド
ラ
マ
作
品
と
い
う

意
味
で
は
『
開
拓
村
』
が
実
質
的
に
最
初
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
も
で

き
る
。
映
画
シ
ナ
リ
オ
『
壁
あ
つ
き
部
屋
』
（
一
九
五
三
年
）
の
執
筆
以
降
、

演
劇
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
、
安
部

が
メ
デ
ィ
ア
横
断
的
な
創
作
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

特
集 

●
廃
墟
の
空
間
論
・
帰
郷
の
反
美
学

〈
帰
郷
〉
出
来
な
か
っ
た
引
揚
者
を
め
ぐ
っ
て

     
―
―
安
部
公
房
『
開
拓
村
』
論
―
―

坂

 

堅

太
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い
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
同
時
代
の
多
く
の
文
学
者
と
も
共
有
し
て

い
た
芸
術
大
衆
化
に
対
す
る
期
待
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
特
に
ラ
ジ
オ
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
は
、
そ
の
大
衆
的
特
性
を
考
え
て
も
、
非
常
に
重
要
な
創
作

の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
二
五

年
だ
が
、
世
帯
へ
の
普
及
率
は
放
送
開
始
七
年
目
の
一
九
三
二
年
に
漸
く

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
た
程
度
で
あ
り
、
そ
の
伸
び
率
は
年
平
均
約

一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争

が
始
ま
る
と
、
ラ
ジ
オ
の
家
庭
へ
の
普
及
は
急
速
に
進
展
し
、
一
九
四
四

年
ま
で
の
年
平
均
伸
び
率
は
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
、
一
九
四
四
年

度
末
に
は
普
及
率
五
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
契
約
数
は
約
七
五
〇
万
件
に

お
よ
ん
だ
。
そ
の
後
戦
災
に
よ
り
一
時
的
に
普
及
率
は
下
が
る
も
の
の
、

一
九
四
九
年
度
末
に
は
再
び
普
及
率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
る
こ
と

と
な
り
、
一
九
五
五
年
度
末
に
は
普
及
率
七
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
契
約

件
数
は
約
一
三
二
五
万
件
を
記
録
し
て
い
る
。）

2
（

　

こ
の
よ
う
に
戦
時
期
・
戦
後
を
通
じ
て
大
半
の
家
庭
に
普
及
し
た
こ
と

で
、
ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
「
大
衆
と
と
も
に
笑
い
、
怒
り
、
か
ん

が
え
て
行
く
社
会
の
強
力
な
機
関
の
一
つ
」

）
3
（

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
大
衆
性
に
対
す
る
期
待
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
劇
作
家

で
あ
る
内
村
直
也
は
、
ラ
ジ
オ
は
文
学
や
絵
画
の
よ
う
な
高
級
な
芸
術
に

は
な
り
え
な
い
と
い
う
批
判
に
反
論
し
、
「
媒
体
芸
術
」
と
「
生
の
芸
術
」

と
い
う
語
を
用
い
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ
（
及
び
放
送
メ
デ
ィ
ア
一
般
）
の
可
能

性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

媒
体
芸
術
に
は
、
媒
体
芸
術
と
し
て
の
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
芸
術
を
大
衆
の
中
に
滲
透
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
使
命
で
す
。

生
の
芸
術
は
如
何
に
そ
の
純
粋
性
を
誇
っ
て
も
、
民
衆
の
中
に
滲
透

す
る
と
い
う
点
で
は
、
到
底
媒
体
芸
術
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
今
日

か
ら
明
日
に
つ
な
が
る
芸
術
と
い
う
も
の
は
、
世
界
の
隅
々
に
ま
で

行
き
わ
た
っ
て
鑑
賞
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
媒
体
芸
術
が
重
大
な
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。）

4
（

 

　

一
度
に
大
量
の
聴
衆
・
観
衆
へ
と
作
品
を
届
け
る
こ
と
の
で
き
る
ラ
ジ

オ
な
ど
の
放
送
メ
デ
ィ
ア
に
は
「
芸
術
を
大
衆
の
中
に
滲
透
さ
せ
る
」
力

が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
回
性
を
基
本
と
す
る
「
生
の
芸
術
」
で
は

考
え
も
つ
か
な
い
よ
う
な
速
度
で
（
受
容
層
の
拡
大
と
い
う
意
味
で
の
）
芸

術
の
大
衆
化
を
進
展
さ
せ
る
。
勿
論
、
「
世
界
の
隅
々
に
ま
で
行
き
わ
た
」

ら
せ
る
こ
と
だ
け
が
大
衆
化
の
尺
度
と
は
な
ら
な
い
し
、
安
部
が
そ
の
よ

う
に
考
え
た
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
後
、
内
村
と
安
部
は
と
も

に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
制
作
に
取
り
組
む
が
、
東
宝
と
い
う
大
資
本
を
バ
ッ

ク
に
し
た
内
村
に
対
し
、
安
部
が
選
ん
だ
の
は
大
阪
労
音
で
の
公
演
（
『
可

愛
い
女
』
、
一
九
五
九
年
八
月
二
三
日
初
演
）
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
両

者
の
間
で
は
「
大
衆
化
」
の
内
実
に
対
す
る
相
当
な
意
見
の
相
違
が
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
は
い
え
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
も
つ
大
衆
性
に

対
す
る
期
待
自
体
は
共
通
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
大
衆
性
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
『
開
拓
村
』
が
放

送
さ
れ
た
「
婦
人
の
時
間
」
と
い
う
番
組
枠
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
番
組
は
「
占
領
期
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
、
家
庭
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
個
々
の

女
性
視
聴
者
の
眼
を
外
に
向
け
さ
せ
、
自
ら
の
権
利
と
自
由
と
を
理
解
さ

せ
る
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
始
め
た
」）

5
（

も
の
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
や
時

事
問
題
に
つ
い
て
の
解
説
・
討
論
会
の
他
に
音
楽
や
劇
、
録
音
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
構
成
で
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
か
ら

六
三
年
三
月
ま
で
放
送
さ
れ
て
い
た
。
当
初
は
三
〇
分
番
組
で
あ
っ
た
の

が
人
気
に
伴
い
五
五
分
へ
と
延
長
さ
れ
、
ま
た
、
放
送
日
も
月
曜
～
金
曜

の
週
五
日
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
五
四
年
か
ら
は
一
日
延
長
さ
れ
、
月
曜

～
土
曜
ま
で
の
週
六
日
に
な
る
な
ど
、
主
婦
層
に
高
い
人
気
を
誇
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
に
放
送
文
化
研
究
所
が
行
っ
た
婦
人
番

組
意
向
調
査
で
は
、
「
こ
の
番
組
か
ら
政
治
上
、
社
会
上
の
理
解
や
知
識

を
得
た
」
と
答
え
た
「
労
務
者
の
家
庭
婦
人
」
は
全
聴
取
者
の
実
に
七
八

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
と
い
う
。）

6
（

戦
犯
問
題
と
平
和
運
動
と
の
接
続
を

図
っ
た
『
壁
あ
つ
き
部
屋
』
、
松
川
事
件
の
背
後
に
あ
る
農
村
の
貧
困
問

題
を
指
摘
し
た
映
画
シ
ナ
リ
オ
『
不
良
少
年
』
（
一
九
五
四
年
、
家
城
巳
代

治
監
督
に
よ
る
映
画
化
が
構
想
さ
れ
た
が
実
現
は
さ
れ
ず
）
な
ど
、
こ
の
時
期

の
安
部
は
小
説
よ
り
も
広
い
受
容
層
を
期
待
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て

ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
創
作
を
行
っ
て
お
り
、
聴
取
者
層
や
人
気
の
高
さ
を
考

え
て
も
、「
婦
人
の
時
間
」
と
い
う
番
組
枠
は
ま
さ
に
格
好
の
舞
台
で
あ
っ

た
。

　

『
開
拓
村
』
は
全
三
部
の
う
ち
、
第
一
・
二
部
と
第
三
部
と
で
は
舞
台
や

登
場
人
物
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は
二
部
構
成
の
劇
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
関
係
し
て
、
番
組
欄
で
は
第
一
・
二
部
は
「
社
会
劇
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
三
部
は
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
ド

ラ
マ
」
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
両
者
が
質
的
に
異
な
る
ド
ラ
マ
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
半
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
中
部
日
本

の
あ
る
高
原
地
帯
」
で
あ
り
、
か
つ
て
は
軍
用
地
で
あ
っ
た
こ
の
地
に

一
九
四
七
年
、
戦
後
開
拓
の
一
団
が
入
植
す
る
。
し
か
し
地
元
の
地
主
た

ち
は
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
つ
も
り
は
な
く
、
団
に
用
意
さ
れ
た
の
は
水
が

出
な
い
土
地
で
あ
っ
た
。
第
一
部
と
第
二
部
と
で
は
、
こ
の
開
拓
初
期
の

苦
労
が
一
九
五
五
年
の
時
点
か
ら
回
想
的
に
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭

は
以
下
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
る
（
『
開
拓
村
』
本
文
の
引
用
は
全
て
『
安

部
公
房
全
集
』
第
五
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九
七
年
に
拠
る
。
以
降
、
頁
数
だ
け
を
記
す
。

な
お
引
用
内
の
「
／
」
は
改
行
を
示
す
）
。

開
拓
村
は
、
ま
さ
に
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
日
本
の
ヘ
キ
地
で
あ
り
、

隅
っ
こ
の
生
活
で
あ
る
。
／
し
か
し
そ
れ
は
生
長
し
よ
う
と
す
る
日

本
の
姿
で
あ
り
、
生
き
よ
う
と
す
る
日
本
の
素
顔
で
も
あ
る
。
／
だ

か
ら
こ
こ
に
は
つ
ね
に
そ
の
時
々
の
日
本
人
の
苦
し
み
や
よ
ろ
こ
び

が
大
き
く
う
つ
し
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
／
食
糧
問
題
、
失
業
、
引

揚
者
、
人
口
問
題
、
二
三
男
対
策
、
軍
事
基
地
…
…
一
つ
と
し
て
開

拓
と
む
す
び
つ
か
ぬ
も
の
は
な
い
。
開
拓
民
の
運
命
は
、
日
本
人
の

一
人
々
々
の
運
命
と
奥
深
く
む
す
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
／
戦

後
十
年
…
…
開
拓
村
に
つ
い
て
も
一
つ
の
歴
史
が
語
ら
れ
る
時
が
き
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た
。
（
二
八
九
頁
）

　

ま
ず
開
拓
村
は
「
日
本
の
ヘ
キ
地
」
、「
隅
っ
こ
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

「
食
糧
問
題
、
失
業
、
引
揚
者
、
人
口
問
題
、
二
三
男
対
策
、
軍
事
基
地
」

な
ど
、
日
本
社
会
が
抱
え
込
む
数
々
の
矛
盾
の
結
節
点
と
し
て
聴
取
者
に

印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
戦
後
十
年
…
…
開
拓
村
に
つ
い
て
も

一
つ
の
歴
史
が
語
ら
れ
る
時
が
き
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
開
拓

村
の
歴
史
が
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
語
ら
れ
な
い
歴
史
が

あ
っ
た
、と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
開
拓
村
の
「
戦
後
十
年
」
の
歴
史
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
他
の
「
戦
後
十
年
」
の
歴
史
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
『
開
拓
村
』
の
前
半
部
分
で
あ
る
第
一
部
・
第
二
部

を
分
析
す
る
こ
と
で
、
安
部
が
描
こ
う
と
し
た
「
戦
後
十
年
」
と
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
上
で
特
に

注
目
し
た
い
の
が
、
作
中
に
登
場
す
る
開
拓
団
が
満
洲
か
ら
の
引
揚
者

を
中
心
に
結
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
開
拓
村
の
戦
後
十
年
と

は
、
同
時
に
引
揚
者
た
ち
の
戦
後
十
年
で
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
戦
後
開
拓
者
た
ち
を
引
揚
者
と
し
て
捉
え
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
見
え

る
「
戦
後
十
年
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
そ

こ
で
見
出
さ
れ
る
問
題
は
、
引
揚
げ
と
い
う
歴
史
的
経
験
を
語
る
う
え
で

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。

　
　

「
帰
郷
」
の
物
語
に
つ
い
て

　

「
満
州
か
ら
の
引
揚
者
を
中
心
に
し
た
一
団
」
（
三
〇
五
頁
）
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
作
品
に
登
場
す
る
開
拓
団
員
の
多
く
は
戦
前
の
満

洲
開
拓
移
民
で
も
あ
り
、
団
の
中
心
人
物
で
あ
る
組
合
長
の
堀
も
満
洲
開

拓
を
経
験
し
た
人
物
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
後
開
拓
の
実
情

と
も
一
致
し
て
お
り
、
一
九
四
九
年
末
時
点
で
引
揚
げ
た
旧
満
洲
移
民

六
万
五
二
九
六
名
の
う
ち
、
約
四
割
に
あ
た
る
二
万
六
四
九
九
名
が
戦
後

開
拓
に
参
加
し
て
い
る
。）

7
（

　

日
本
の
敗
戦
時
、
「
外
地
」
在
住
日
本
人
の
数
は
お
よ
そ
六
六
〇
万

人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
日
本
の
敗
戦
と
と
も
に
「
内

地
」
へ
と
「
帰
還
」
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
四
六
年
末
ま
で
に
は
約

五
〇
〇
万
人
が
日
本
へ
と
引
揚
げ
て
き
た
。）

8
（

一
九
五
〇
年
前
後
に
は
こ

う
し
た
引
揚
げ
を
体
験
し
た
人
び
と
、
特
に
旧
満
洲
地
域
か
ら
の
引
揚
者

に
よ
る
手
記
が
相
次
い
で
世
に
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
藤
原
て
い
『
流

れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』（
日
比
谷
出
版
、
一
九
四
九
年
。
こ
れ
は
三
益
愛
子
主
演
、

小
石
栄
一
監
督
に
よ
り
映
画
化
も
な
さ
れ
た
）
、
森
文
子
『
脱
出
行
』
（
開
顕
社
、

一
九
四
八
年
）
、『
秘
録
大
東
亜
戦
史　

満
洲
篇
』
（
富
士
書
苑
、
一
九
五
三
年
）

な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
「
引
揚
げ
を
体
験
す
る
た
め
に
は
、（
植
民

先
の
現
地
に
）
出
か
け
る
と
い
う
行
為
が
先
行
す
る
が
、
敗
戦
後
の
引

揚
げ
を
論
ず
る
と
き
に
は
、
そ
の
往
還
の
「
還
」
し
か
扱
わ
れ
な
い
こ
と

が
多
い
」）

9
（

 
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
手
記
に
お
い
て
も
敗
戦
以
前

の
こ
と
は
殆
ど
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
何
故
そ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
多
く
の
手
記
は
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一
九
四
五
年
八
月
の
ソ
連
軍
侵
攻
前
後
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
飢

え
や
寒
さ
、ソ
連
軍
や
「
匪
賊
」
に
よ
る
暴
力
な
ど
、
引
揚
げ
の
途
上
味
わ
っ

た
困
難
、
苦
労
に
大
部
分
の
記
述
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的

な
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
「
祖
国
」
日
本
へ
の
帰
還
で
あ
る
。

彼
・
彼
女
ら
が
体
験
し
た
暴
力
が
過
酷
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
「
祖

国
」
へ
の
切
望
は
高
め
ら
れ
、
語
ら
れ
る
引
揚
げ
は
「
帰
郷
」
の
物
語
と

し
て
提
示
さ
れ
る
。
手
記
に
は
引
揚
げ
の
途
上
に
起
こ
っ
た
日
本
人
集
団

内
部
の
様
々
な
諍
い
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
体
験
は
「
日
本

人
」
と
い
う
共
同
性
の
無
根
拠
さ
を
暴
露
し
、
「
民
族
」
の
枠
組
み
を
相

対
化
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
終
点
に
「
祖
国
」
が
置
か
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
「
本
来
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
っ
た
は
ず
の
体

験
」
は
「
ゴ
ー
ル
と
し
て
の
「
日
本
」
を
目
指
す
「
帰
郷
」
の
物
語
と
し

て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
記
述
で
覆
」
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。）

₁₀
（

　

こ
の
時
期
に
生
み
出
さ
れ
た
引
揚
げ
を
巡
る
語
り
の
例
と
し
て
、
こ
こ

で
は
藤
原
て
い
「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
を
取
り
上
げ
た
い
。
先
に
挙
げ
た

『
秘
録
大
東
亜
戦
史
』
は
、
一
九
五
四
年
に
は
全
六
巻
の
改
訂
縮
刷
決
定

版
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
は
そ
の
第
二
巻
『
満
洲

篇
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。）

₁₁
（

こ
れ
は
藤
原
自
身
の
体
験
を
綴
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
青
森
県
庁
開
拓
課
な
ど
の
資
料
協
力
の
も
と
に
開
拓
農
民
た
ち

が
辿
っ
た
引
揚
げ
の
過
程
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で

の
手
記
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
手
を
加

え
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
は
当
時
の
定
型
的
な
語
り
の
形
式

が
与
え
た
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
は
黒
河
省
遜
克
県
双
河
鎮
に
入
植
し
た
青
森
郷

開
拓
団
の
引
揚
げ
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
述
は
や
は
り
ソ
連
軍

参
戦
の
前
日
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
交
通
手
段
が
な
か
っ
た
た
め
に
徒

歩
で
の
南
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
開
拓
団
の
人
々
は
飢
え
や
寒
さ
、
そ
し

て
現
地
人
か
ら
の
襲
撃
に
よ
り
次
々
と
命
を
失
い
、
四
七
一
名
い
た
団
員

も
、
ハ
ル
ピ
ン
の
日
本
人
世
話
会
に
保
護
さ
れ
た
時
に
は
一
〇
〇
名
足
ら

ず
と
な
っ
て
い
た
。
開
拓
団
は
そ
の
後
新
京
の
日
本
人
収
容
所
に
移
送
さ

れ
、
そ
こ
で
引
揚
船
へ
の
乗
船
命
令
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
い
つ
引
揚
げ

の
目
途
が
立
つ
の
か
と
い
う
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
な
ん
と
し
て
も
生

き
て
帰
る
の
だ
、
と
い
う
決
意
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で
手
記
は
閉
じ
ら

れ
る
が
、
そ
の
結
末
部
に
は
以
下
の
よ
う
な
団
員
た
ち
の
会
話
が
あ
る
。

「
総
団
長
さ
ん
、
お
ら
今
日
、
満
人
か
ら
、
内
地
で
は
二
千
万
人
の

餓
死
者
が
出
た
っ
て
聞
い
た
け
ど
…
…
」
／
隅
の
方
に
い
た
女
が
乗

り
出
し
て
い
っ
た
。
／
「
多
分
、
デ
マ
で
し
ょ
う
が
い
ず
れ
に
し

ろ
、
内
地
の
生
活
が
楽
で
な
い
事
だ
け
は
、
た
し
か
で
す
」
／
「
お

ら
、
今
帰
っ
た
っ
て
困
る
な
あ
。
も
う
少
し
、
内
地
の
生
活
が
楽
に

な
る
ま
で
、
こ
こ
で
働
い
て
い
た
ほ
う
が
い
い
か
な
」
／
「
何
い
っ

て
る
だ
。
馬
鹿
だ
な
あ
、
発
疹
チ
フ
ス
に
で
も
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
。

お
ら
ど
ん
な
事
を
し
た
っ
て
内
地
へ
早
く
帰
り
た
い
」
／
「
そ
う
だ
、

そ
う
だ
。
一
日
も
早
く
帰
え
ら
な
け
れ
ゃ
あ
。
お
ら
、
二
千
万
人
の

中
へ
入
っ
て
餓
死
し
た
っ
て
い
い
よ
う
」）

₁₂
（
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「
二
千
万
人
の
中
へ
入
っ
て
餓
死
し
た
っ
て
い
い
」
と
い
う
団
員
の
言

葉
は
、
引
揚
者
た
ち
に
と
っ
て
「
内
地
」
＝
祖
国
が
生
死
を
超
越
し
た
と

こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
彼
・
彼
女
ら
は
生
き
延
び
る

た
め
に
「
内
地
」
を
目
指
す
の
で
は
な
い
。
た
と
え
そ
の
先
に
死
が
待
っ

て
い
よ
う
と
も
、
そ
こ
に
帰
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
「
内
地
」

＝
祖
国
は
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
思
い
だ
け
が
団
員
た
ち
の
生
を
支
え

た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
手
記
に
綴
ら
れ
た
「
帰
郷
」
の
物
語
は
「
日
本

人
」
、
「
日
本
国
民
」
と
い
う
枠
組
み
を
自
明
の
も
の
と
し
て
強
化
す
る
と

同
時
に
、
「
大
日
本
帝
国
」
の
記
憶
を
後
景
に
退
か
せ
て
し
ま
う
。
何
故

彼
ら
は
敗
戦
を
「
内
地
」
で
は
な
い
地
域
で
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

と
い
う
問
い
は
な
さ
れ
ず
、
「
大
日
本
帝
国
」
と
「
日
本
国
」
の
違
い
を

無
視
す
る
形
で
「
帰
郷
」
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、こ
う
し
た
物
語
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
引
揚
者
た
ち
を
「
内

地
」
で
迎
え
入
れ
る
立
場
か
ら
も
、
「
日
本
国
民
」
の
「
帰
郷
」
と
い
う

定
型
を
強
化
す
る
言
説
が
生
み
出
さ
れ
た
。
東
京
都
在
外
同
胞
帰
還
促
進

留
守
家
族
連
盟
が
編
纂
し
た
『
引
揚
者　

留
守
家
族
の
た
め
の
生
活
読
本
』

（
東
京
都
在
外
同
胞
帰
還
促
進
留
守
家
族
連
盟
、
一
九
五
〇
年
）
の
冒
頭
に
置
か

れ
た
「
引
揚
者
の
方
々
の
た
め
に
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

引
揚
者
の
皆
様
永
い
間
ほ
ん
と
う
に
御
苦
労
様
で
し
た
。
私
達
日

本
国
民
の
身
替
り
と
な
つ
て
、
異
国
で
の
五
年
有
余
の
抑
留
生
活
は

国
内
の
人
々
が
到
底
想
像
だ
に
出
来
な
い
辛
苦
が
伴
つ
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
と
、
自
ら
頭
の
下
る
思
い
が
致
し
ま
す
と
同

時
に
、
あ
ら
ゆ
る
辛
酸
に
打
勝
つ
て
晴
れ
て
祖
国
の
土
を
踏
ま
れ
た

皆
様
方
に
心
か
ら
な
る
お
喜
び
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
中
略
）
武
器
を
捨
て
た
平
和
日
本
再
建
は
、
自
由
と
民
主
々
義
に
よ

つ
て
あ
ら
た
な
よ
そ
お
い
おマ

マ

こ
ら
し
て
、
世
界
の
平
和
へ
と
大
き
な

希
望
を
か
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
八
千
万
国
民
の
ま
ご
こ
ろ
か

ら
な
つ
た
平
和
国
家
建
設
へ
の
進
軍
は
、
皆
様
方
の
参
列
を
ど
ん
な

に
力
強
く
喜
ん
で
迎
へ
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。
（
中
略
）
さ
あ
、
引

揚
者
の
皆
さ
ん
、
明
日
と
い
わ
ず
に
今
日
只
今
か
ら
新
し
い
平
和
日

本
再
建
の
た
め
に
、
民
主
日
本
建
設
の
た
め
に
力
強
い
前
進
を
開
始

い
た
し
ま
し
よ
う
。）

₁₃
（

 

　

こ
こ
で
も
、
引
揚
者
た
ち
の
苦
難
が
何
故
生
ま
れ
た
の
か
は
問
わ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
「
私
達
日
本
国
民
の
身
替
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
引
揚
者

た
ち
の
悲
劇
は
戦
後
「
日
本
国
民
」
の
物
語
へ
と
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。
引
揚
者
た
ち
を
「
晴
れ
て
祖
国
の
土
を
踏
ま
れ
た
」
人
々
と
し
て

歓
待
し
、
「
民
主
日
本
建
設
」
に
突
き
進
む
「
八
千
万
国
民
」
の
一
員
へ

と
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
戦
後
「
日
本
国
」
の
復
興
の
物
語
が
作
り
上
げ

ら
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
を
強
烈
に
喚
起
す
る
言

葉
で
彩
ら
れ
た
「
帰
郷
」
の
物
語
が
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
は
定
型
的

な
引
揚
げ
の
語
り
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、「
祖
国
」
へ
の
帰
還
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
「
帰
郷
」
の
物
語
で
は
、

そ
の
後
、
つ
ま
り
「
帰
郷
」
後
に
「
内
地
」
で
営
ま
れ
た
引
揚
者
た
ち
の

「
戦
後
」
が
視
野
の
外
に
置
か
れ
て
し
ま
う
。
果
し
て
引
揚
者
た
ち
は
「
平
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和
国
家
建
設
へ
の
進
軍
」
に
ス
ム
ー
ズ
に
「
参
列
」
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

た
の
か
、
「
帰
郷
」
の
後
に
続
く
「
戦
後
」
を
引
揚
者
た
ち
は
ど
う
生
き

た
の
か
。
そ
の
意
味
で
、
引
揚
げ
の
過
程
で
は
な
く
、
彼
・
彼
女
ら
の
「
戦

後
十
年
」
を
描
こ
う
と
し
た
『
開
拓
村
』
は
、
既
存
の
引
揚
げ
物
語
が
取

り
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
問
う
た
作
品
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
「
一
九
五
〇
年
前
後
に
、
引
揚
げ
の
経
験
を
公
刊
で
き
た
人

び
と
は
、
何
よ
り
も
、
時
間
的
・
経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
階
層
」
「
「
書

く
」
と
い
う
行
為
に
抵
抗
が
少
な
い
階
層
」

）
₁₄
（

に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
「
帰
郷
」
の
物
語
が
生
み
出
し
た

定
型
的
引
揚
者
イ
メ
ー
ジ
（
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
戦
後
の
「
日
本
国
民
」
意

識
醸
成
の
戦
略
）
に
対
し
、
『
開
拓
村
』
が
描
き
出
し
た
も
の
は
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。

　
　

〈
帰
る
べ
き
郷
〉
を
持
た
な
い
人
々

　

『
開
拓
村
』
に
描
か
れ
て
い
る
人
々
は
戦
前
・
戦
後
と
二
度
の
開
拓
を

経
験
し
て
い
る
。
作
中
の
会
話
か
ら
、
そ
の
歴
史
を
再
構
成
す
る
と
、
彼
・

彼
女
ら
が
満
洲
開
拓
に
旅
立
っ
た
の
は
一
九
三
七
年
で
あ
り
、
敗
戦
と
引

揚
げ
を
体
験
し
た
の
ち
、
戦
後
開
拓
へ
と
向
か
っ
た
の
は
一
九
四
七
年
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
九
三
七
年
と
一
九
四
七
年
と
い
う
の
は
、
戦
前
・

戦
後
の
開
拓
に
お
け
る
一
つ
の
転
換
と
な
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

戦
前
の
満
洲
移
民
事
業
は
一
九
三
二
年
の
満
洲
国
成
立
の
時
期
に
始
ま

り
、
一
九
四
五
年
ま
で
の
一
四
年
間
で
約
二
七
万
人
を
農
業
移
民
と
し
て

送
出
し
て
い
る
が

）
₁₅
（

、
開
始
当
初
は
応
募
資
格
が
在
郷
軍
人
に
限
ら
れ
る
な

ど
の
限
定
的
・
試
験
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
三
六

年
、
広
田
弘
毅
内
閣
の
成
立
に
伴
い
掲
げ
ら
れ
た
七
大
国
策
の
一
つ
に
満

洲
移
民
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
事
業
は
本
格
的
な
国
策
移
民
へ
と

そ
の
性
格
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
同
年
八
月
に
は
「
二
十
ヶ
年
百
万
戸

送
出
計
画
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
三
七
年
は
こ
の
計
画
の
実
施

初
年
度
で
あ
り
、
い
わ
ば
国
策
移
民
元
年
と
呼
べ
る
時
期
に
あ
た
る
。
同

年
五
月
に
出
さ
れ
た
『
満
洲
移
民
第
一
期
計
画
実
施
要
領
』
で
は
、
そ
の

目
的
と
対
象
者
に
つ
い
て
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　

日
満
不
可
分
関
係
ヲ
実
質
的
ニ
強
化
シ
満
洲
国
ヲ
シ
テ
健
全
ナ
ル

発
達
ヲ
遂
ゲ
シ
ム
ル
為
メ
ニ
ハ
多
数
ノ
日
本
人
移
民
ヲ
送
出
シ
同
国

ノ
産
業
文
化
ノ
開
発
ニ
資
ス
ル
ト
共
ニ
五
族
協
和
ノ
理
想
ヲ
顕
現
セ

シ
ム
ル
コ
ト
ハ
我
対
満
政
策
ニ
最
モ
重
要
ナ
ル
事
項
ナ
ル
ト
コ
ロ
翻

ツ
テ
我
国
ノ
実
情
ニ
鑑
ミ
ル
ニ
人
口
ノ
増
加
年
々
百
万
人
ニ
及
ビ
資

源
ノ
之
ニ
伴
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
農
村
ノ
情
勢
亦
匡
救
ヲ

要
ス
ル
ノ
実
情
ナ
ル
ヲ
以
テ
対
満
大
量
移
民
ノ
送
出
ハ
現
下
ノ
状
勢

ニ
照
シ
最
モ
緊
要
ナ
ル
事
項
ナ
リ
ト
ス

）
₁₆
（ 

　

農
業
集
団
移
民
ノ
募
集
ニ
付
テ
ハ
差
当
リ
テ
ハ
内
地
農
村
ノ
実
情

ニ
鑑
ミ
成
ル
可
ク
東
北
ソ
ノ
他
ノ
窮
乏
地
ニ
重
点
ヲ
置
ク
モ
特
殊
ノ

府
県
ヲ
除
キ
全
国
各
府
県
ヨ
リ
之
ヲ
募
集
セ
ン
ト
ス
而
シ
テ
之
ガ
実

行
ニ
当
リ
テ
ハ
農
林
省
ト
連
絡
ヲ
保
チ
経
済
更
生
指
定
村
ヲ
シ
テ
順
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次
土
地
ト
人
口
ト
ノ
調
和
ヲ
考
慮
シ
タ
ル
農
村
経
済
更
生
計
画
ヲ
樹

立
セ
シ
メ
成
ル
可
ク
耕
地
ノ
狭
小
ナ
ル
地
方
ヨ
リ
多
数
ニ
募
集
ス
ル

モ
ノ
ト
シ
尚
ホ
同
一
地
方
出
身
者
ヲ
以
テ
成
ル
可
ク
一
移
住
村
ヲ
構

成
セ
シ
ム
ル
様
考
慮
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

）
₁₇
（ 

　

満
洲
移
民
政
策
は
「
人
口
ノ
増
加
年
々
百
万
人
ニ
及
ビ
資
源
ノ
之
ニ
伴

ハ
ザ
ル
」
、
「
農
村
ノ
情
勢
亦
匡
救
ヲ
要
ス
ル
ノ
実
情
ナ
ル
」
と
い
う
国
内

矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
送
出

の
対
象
が
「
成
ル
可
ク
耕
地
ノ
狭
小
ナ
ル
地
方
ヨ
リ
多
数
ニ
募
集
」
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
過
剰
人
口
問
題
対
策
と
い
う
側

面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
日
中
戦
争
が
開
始
す
る
と
、
こ
の
移

民
事
業
は
「
満
州
国
の
支
配
や
対
ソ
作
戦
上
の
後
尾
兵
力
と
し
て
の
側
面
」

が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
満
州
移
民
も
、
日
本
帝
国
の
国
益
を
守

る
た
め
の
国
策
推
進
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
」
て
い
っ
た
。）

₁₈
（

　

一
方
、
一
九
四
七
年
と
い
う
年
も
戦
後
開
拓
の
一
大
転
換
点
に
あ
た
る
。

戦
後
開
拓
は
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
六
日
、
農
林
省
内
に
開
拓
局
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
こ
れ
を
職
掌
機
関
と
し
て
一
一
月
九

日
、
「
緊
急
開
拓
事
業
実
施
要
領
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

終
戦
後
ノ
食
糧
事
情
及
復
員
ニ
伴
フ
新
農
村
建
設
ノ
要
請
ニ
即
応

シ
大
規
模
ナ
ル
開
墾
、
干
拓
及
土
地
改
良
事
業
ヲ
実
施
シ
以
テ
食
糧

ノ
自
給
化
ヲ
図
ル
ト
共
ニ
離
職
セ
ル
工
員
、
軍
人
其
他
ノ
者
ノ
帰
農

ヲ
促
進
セ
ン
ト
ス
。）

₁₉
（

 

　

「
食
糧
ノ
自
給
化
」
だ
け
で
な
く
「
離
職
セ
ル
工
員
、
軍
人
其
他
ノ
者

ノ
帰
農
ヲ
促
進
」
す
る
こ
と
が
目
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
後

開
拓
は
復
員
者
・
引
揚
者
に
よ
り
増
大
し
た
内
地
の
人
口
問
題
対
策
と
い

う
性
格
も
帯
び
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
戦
前
に
作

ら
れ
て
い
た
食
糧
増
産
隊
が
、
一
九
四
六
年
、
開
拓
増
産
隊
へ
と
改
称
さ

れ
る
。
「
昭
和
２
１
年
度
開
拓
増
産
隊
実
施
要
綱
」
の
「
趣
旨
」
は
こ
う

説
明
さ
れ
て
い
る
。

農
家
２
、
３
男
、
復
員
者
、
戦
災
者
等
ノ
中
、
開
拓
興
国
ノ
熱
誠
ニ

燃
ユ
ル
青
壮
年
ヲ
結
集
シ
テ
隊
ヲ
編
成
シ
開
墾
干
拓
大
規
模
土
地
改

良
等
ニ
挺
身
セ
シ
メ
併
セ
テ
其
ノ
実
践
ヲ
通
ジ
テ
開
拓
農
民
タ
ル
ニ

必
須
ノ
精
神
技
術
ヲ
体
得
セ
シ
メ
隊
期
間
満
了
後
開
拓
地
ニ
入
植
新

農
村
ノ
建
設
ニ
当
ラ
シ
メ
以
テ
開
拓
国
策
ノ
完
遂
、
食
糧
増
産
ノ
達

成
ニ
寄
与
シ
日
本
再
建
ノ
基
盤
ヲ
確
立
セ
ン
ト
ス

）
₂₀
（ 

　

対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
農
家
２
、
３
男
、
復
員
者
、
戦
災
者
」
、
つ

ま
り
国
内
に
土
地
を
持
た
な
い
人
々
で
あ
る
こ
と
に
も
、
こ
の
政
策
が
単

に
「
食
糧
増
産
ノ
達
成
」
だ
け
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
「
過
剰
人
口
に
農
地
を
与
え
、
食
糧
を
生
産
す
る
こ
と

で
、
人
口
問
題
と
食
糧
問
題
（
さ
ら
に
は
治
安
問
題
）
を
同
時
に
「
解

決
」
し
よ
う
と
し
た
の
が
戦
後
の
緊
急
開
拓
で
あ
っ
た
」）

₂₁
（

。
た
だ
し
、
農

業
適
地
の
判
断
が
杜
撰
で
あ
っ
た
こ
と
や
参
加
者
の
多
数
が
農
業
未
経
験
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者
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
緊
急
開
拓
は
事
業
と
し
て
は
失
敗
し
、
そ
の
拙

速
な
点
は
「
緊
急
開
拓
の
施
策
は
、
そ
れ
こ
そ
棄
民
政
策
そ
の
も
の
」
と

評
さ
れ
て
い
る

）
₂₂
（

。

　

し
か
し
敗
戦
直
後
の
混
乱
が
徐
々
に
収
ま
り
、
社
会
状
況
が
安
定
を
回

復
し
て
い
く
に
つ
れ
、
開
拓
の
性
格
も
変
更
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
四
七

年
一
〇
月
二
四
日
、
緊
急
開
拓
事
業
実
施
要
領
は
改
訂
さ
れ
、
「
緊
急
」

の
二
文
字
が
外
さ
れ
た
「
開
拓
事
業
実
施
要
領
」
と
な
る
。
そ
の
「
方
針
」

は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

国
土
資
源
の
合
理
的
開
発
の
見
地
か
ら
開
拓
事
業
を
強
力
に
推
進

し
て
、
土
地
の
農
業
上
の
利
用
の
増
進
と
、
人
口
収
容
力
の
安
定
的

増
大
を
図
り
、
以
て
新
農
村
の
建
設
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
）
₂₃
（

。 

　

そ
れ
ま
で
は
「
戦
災
者
」
な
ど
対
象
を
規
定
す
る
文
言
が
あ
っ
た
が
、

改
訂
後
の
要
領
に
は
そ
う
し
た
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
時
点
で
開

拓
の
性
格
は
転
換
し
、「
難
民
処
理
や
失
業
対
策
と
し
て
の
開
拓
」
か
ら
「
食

糧
を
生
産
す
る
た
め
の
開
拓
へ
」
シ
フ
ト
し
た
の
で
あ
る
。）

₂₄
（

杜
撰
だ
っ

た
入
植
者
の
選
定
は
厳
格
化
さ
れ
、
人
口
問
題
対
策
と
し
て
の
側
面
は
後

景
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
半
が
農
業
未
経
験
者
で
あ
る
『
開
拓
村
』
の
人
々
は
こ
の
転
換
が
な

さ
れ
る
直
前
、
つ
ま
り
緊
急
開
拓
期
の
最
終
盤
に
入
植
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
引
揚
げ
の
先
に
待
っ
て
い
た
も
の
が
緊
急
開
拓
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
結
局
「
祖
国
」
は
彼
・
彼
女
ら
に
居
場
所
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
戦
前
に
過
剰
人
口
と
し
て
「
内
地
」
か
ら
送
出

さ
れ
た
人
々
は
、
こ
こ
で
再
度
「
棄
民
」
の
経
験
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ

た
。
ど
れ
ほ
ど
井
戸
を
掘
っ
て
も
水
が
出
な
い
こ
と
に
い
ら
立
ち
開
拓
地

を
去
る
こ
と
を
考
え
た
団
員
に
対
し
、
組
合
長
の
堀
は
「
私
た
ち
は
み
ん

な
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
で
や
っ
て
来
た
ん
だ
よ
。
こ
う
し
な
き
ゃ
、
生
き

て
い
け
な
か
っ
た
ん
だ
…
こ
れ
で
も
、
い
ち
ば
ん
確
か
な
道
だ
っ
た
ん
だ

よ
」（
二
九
四
頁
）
と
諭
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
引
揚
げ
た
先
の
「
祖
国
」
が
、

団
員
に
と
っ
て
い
か
に
冷
淡
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
「
多
く
の
満
州
移
民
は
、
出
稼
ぎ
で
は
な
く
骨
を
埋
め
る

つ
も
り
で
、
全
財
産
を
処
分
し
て
満
州
に
移
住
し
て
い
た
の
で
、
引
き
揚

げ
て
も
帰
る
べ
き
家
も
な
く
耕
す
べ
き
田
畑
も
な
か
っ
た
」

）
₂₅
（

以
上
、
そ

の
引
揚
げ
は
「
帰
郷
」
と
は
な
り
え
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
旧
満
洲
移

民
の
約
四
割
が
戦
後
開
拓
に
赴
い
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
う
し
た
事
情
を

端
的
に
物
語
っ
て
お
り
、
住
む
べ
き
場
所
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
彼
ら
は

「
ヘ
キ
地
」
「
隅
っ
こ
」
に
て
戦
後
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
々
の
存
在
は
、
当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
「
帰
郷
」
の
物
語
が

演
出
す
る
「
日
本
国
民
」
に
よ
る
「
民
主
日
本
建
設
」
と
い
う
公
的
な
「
戦

後
」
を
拒
否
し
、
そ
れ
が
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
「
日
本
国
民
」
間
の
亀
裂
、

裂
け
目
を
顕
示
す
る
。
入
植
先
の
地
元
農
民
た
ち
が
開
拓
団
員
に
対
す
る

姿
勢
は
そ
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。

満
洲
帰
り
に
東
京
の
食
い
っ
ぱ
ぐ
れ
だ
ち
う
じ
ゃ
な
い
か
。
お
ま
け
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に
半
分
方
、
し
ろ
う
と
だ
ち
う
こ
と
だ
。
薄
っ
ぺ
れ
え
手
の
皮
で
、

百
姓
が
で
き
る
く
れ
え
な
ら
、
な
ん
で
わ
し
ら
が
腰
ま
げ
て
歩
く
こ

と
あ
り
ま
す
か
ね
。
（
二
九
二
頁
）

わ
し
は
、
あ
あ
い
う
流
れ
も
ん
が
村
に
入
っ
て
く
る
ん
が
す
か
ん
の

じ
ゃ
。
（
中
略
）
わ
し
ら
は
、
立
場
上
な
、
村
の
平
和
ち
う
こ
と
を
、

第
一
に
考
え
ん
と
い
か
ん
の
じ
ゃ
、
町
か
ら
来
た
連
中
は
、
気
が
す

さ
ん
ど
る
で
な
ア
…
…
（
三
〇
一
頁
）

　

村
の
人
間
た
ち
は
開
拓
団
を
同
じ
「
国
民
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
村
の
平
和
」
を
乱
し
か
ね
な
い
異
質
な
他
者

と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
開
拓
団
の
人
々
は
〈
帰
る
べ
き
郷
〉
を
持

た
な
か
っ
た
た
め
に
「
ヘ
キ
地
」
へ
と
送
り
込
ま
れ
な
が
ら
、
そ
こ
で
も
「
満

洲
帰
り
」
「
流
れ
も
ん
」
と
し
て
差
別
・
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
農
家
の

子
供
た
ち
か
ら
も
「
開
拓
乞
食
」
と
し
て
嘲
笑
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
開

拓
者
＝
引
揚
者
た
ち
は
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
日
本
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ

続
け
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
『
開
拓
村
』
で
は
、「
帰
郷
」
の
物
語
に
回
収
さ
れ
ず
に
「
ヘ

キ
地
」
へ
と
周
縁
化
さ
れ
、
「
民
主
日
本
建
設
」
の
「
戦
後
」
か
ら
は
排

除
さ
れ
て
し
ま
う
引
揚
者
た
ち
の
姿
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
作
中

に
は
、
彼
ら
同
様
、
定
着
す
べ
き
土
地
を
持
た
ず
、
「
民
主
日
本
建
設
」

の
「
戦
後
」
か
ら
も
取
り
残
さ
れ
た
人
々
が
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
が
農

家
の
二
、
三
男
か
ら
構
成
さ
れ
た
青
年
会
で
あ
る
。
農
村
の
二
、
三
男
た
ち

は
戦
前
か
ら
過
剰
人
口
層
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
敗
戦
後
は
軍

の
解
体
、
都
市
産
業
の
潰
滅
等
に
よ
っ
て
多
く
の
人
口
が
農
村
に
還
流
し

た
た
め
に
、
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。）

₂₆
（

村
ん
中
で
土
地
に
困
っ
と
る
ん
じ
ゃ
ね
エ
か
。
親
方
ど
も
に
そ
ん
な

仏
心
が
あ
り
ゃ
、
山
な
ん
ぞ
と
っ
く
に
開
放
さ
れ
と
る
わ
。
開
拓
の

連
中
が
入
る
ま
え
じ
ゃ
っ
た
が
、
青
年
会
で
二
三
男
対
策
の
問
題
が

出
て
よ
、
お
れ
が
代
表
で
山
の
開
放
を
役
場
に
持
ち
こ
ん
だ
ら
よ
、

親
方
ど
も
何
ん
ち
ゅ
っ
た
と
思
う
ね
。
ア
カ
じ
ゃ
、と
こ
う
言
い
お
っ

た
。
（
三
一
二
頁
）

　

自
ら
の
土
地
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
彼
ら
は
、
未
耕
作
地
の

解
放
と
い
う
正
当
な
要
求
で
さ
え
も
「
ア
カ
」
と
し
て
拒
絶
さ
れ
る
。
「
こ

の
中
で
は
希
望
も
愛
情
も
信
頼
も
引
き
裂
か
れ
、
養
分
を
吸
い
と
ら
れ
て
、

た
だ
ボ
ス
た
ち
と
ボ
ス
で
な
い
も
の
と
い
う
関
係
だ
け
が
、
図
太
く
生
き

の
び
て
い
く
」
（
三
一
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
敗
戦
後
の
民
主
化
改
革
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
旧
来
の
封
建
的
権
力
構
造
が
温
存
さ
れ
て
い

る
農
村
の
姿
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
地
元
農
民
／
開
拓
団
と
い
う
対
立
だ
け

で
な
く
、
地
主
／
小
作
農
、
長
男
／
二
三
男
と
い
う
農
村
内
部
の
亀
裂
も

描
く
こ
と
で
、
安
部
は
「
民
主
日
本
建
設
」
を
目
指
す
「
日
本
国
民
」
の

物
語
を
否
定
し
て
み
せ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
第
二
部
の
終
盤
、
引
揚
げ
の
際
に
両
親
を
失
い

孤
児
と
な
っ
た
少
年
が
、
村
の
子
供
た
ち
か
ら
暴
力
を
受
け
る
事
件
が
発
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生
す
る
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
静
的
で
あ
っ
た
農
村
の
権
力
構
造

に
ひ
び
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。
開
拓
団
の
組
合
長
で
あ
る
堀
は
、
青
年

団
に
以
下
の
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。

私
ら
は
み
ん
な
、
あ
ん
た
ら
と
同
じ
境
遇
じ
ゃ
な
い
か
。
な
あ
、
あ

ん
た
ら
と
同
じ
く
、
百
姓
の
二
三
男
坊
だ
。
そ
れ
が
、
増
産
々
々
と

い
う
わ
け
で
、
い
い
具
合
に
満
洲
に
開
拓
に
送
ら
れ
て
よ
、
そ
れ
が
、

敗
戦
で
、
半
分
以
下
の
人
間
に
減
っ
て
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
わ
な
あ
。

た
と
え
ば
、
こ
の
子
は
み
な
し
児
じ
ゃ
が
、
こ
の
子
の
父
親
も
農
家

の
三
男
坊
主
だ
っ
た
。
見
て
や
っ
て
く
れ
、
十
年
前
の
あ
ん
た
ら
が
、

十
年
後
に
残
し
た
み
な
し
児
で
す
わ
。
（
三
一
九
頁
）

　

耕
地
を
与
え
ら
れ
な
い
た
め
に
過
剰
人
口
と
し
て
問
題
視
さ
れ
る
「
百

姓
の
二
、
三
男
坊
」
と
し
て
、
開
拓
団
と
青
年
会
の
共
通
点
が
強
調
さ
れ
る
。

開
拓
民
と
青
年
団
と
が
団
結
し
た
「
開
拓
村
」
は
、
従
来
の
農
村
共
同
体

に
か
わ
る
新
た
な
共
同
体
と
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
社
会
か
ら

周
縁
化
さ
れ
た
人
々
の
連
帯
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
開
拓
村
は
「
電
線
が
か

か
り
、
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る
橋
が
か
か
り
、
一
日
に
一
度
赤
い
自
転
車
を

ふ
ん
で
郵
便
配
達
夫
が
往
復
す
る
」
（
三
〇
五
頁
）
ほ
ど
に
ま
で
発
展
す
る

の
だ
が
、
そ
れ
は
敗
戦
と
占
領
に
よ
り
遂
行
さ
れ
た
公
的
な
「
戦
後
」
で

は
な
く
、
そ
こ
か
ら
放
逐
さ
れ
た
人
々
が
自
ら
の
手
で
獲
得
し
た
「
戦
後
」

で
あ
る
。
そ
の
成
功
の
イ
メ
ー
ジ
が
描
か
れ
な
が
ら
、
第
二
部
は
幕
を
閉

じ
て
い
る
。

　
　

満
洲
開
拓
移
民
の
加
害
責
任
を
め
ぐ
っ
て

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
『
開
拓
村
』
第
一
部
と
第
二
部
で
は
、
戦
前
・

戦
後
を
通
じ
て
国
策
に
よ
り
周
縁
化
さ
れ
た
人
々
の
苦
闘
を
通
じ
、
「
民

主
日
本
建
設
」
と
い
う
公
的
な
「
戦
後
十
年
」
へ
の
問
い
直
し
が
な
さ
れ

て
い
る
。
祖
国
日
本
へ
の
帰
還
と
い
う
形
式
で
引
揚
げ
を
語
ろ
う
と
す
る

「
帰
郷
」
の
物
語
は
、
敗
戦
に
よ
り
動
揺
し
た
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
再
興
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。こ
れ
に
対
し
、「
帰
郷
」
出
来
な
か
っ

た
引
揚
者
と
し
て
戦
後
開
拓
者
を
取
り
上
げ
た
『
開
拓
村
』
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
回
収
さ
れ
な
い
形
で
引
揚
げ
を
語
る
可
能
性
を
追
求
し
た
作

品
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
『
開
拓
村
』
が
先
行
す
る
引
揚
げ
の
語
り
と
全
く
対
照
的
な

位
置
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
「
帰
郷
」
の
物
語
で
は
引
揚
げ
に

先
行
す
る
植
民
行
為
は
殆
ど
語
ら
れ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
『
開

拓
村
』
も
ま
た
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
の
十
年
間
、
つ
ま

り
開
拓
団
の
人
々
の
満
洲
体
験
に
つ
い
て
は
全
く
描
い
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
植
民
者
で
あ
っ
た
と
い
う
彼
等
の
過
去
は
意
識
さ
れ
ず
、

そ
の
複
雑
な
加
害
／
被
害
の
関
係
性
は
捨
象
さ
れ
て
お
り
、
団
員
た
ち
は

い
わ
ば
純
然
な
被
害
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
引
揚
げ
時
に

遭
遇
し
た
暴
力
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
引
揚
者
た
ち
を
単
純
な
被
害
者
と

し
て
描
い
て
し
ま
う
「
帰
郷
」
の
物
語
と
本
質
的
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

た
だ
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
安
部
は
自
身
の
満
洲
体
験
に
つ
い
て
こ
う
も
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書
い
て
い
る
。

私
が
育
っ
た
奉
天
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
あ
の
殺
風
景
な
満
州
の
中
で

も
と
く
に
殺
風
景
な
町
で
あ
る
。
（
中
略
）
そ
れ
で
も
、
そ
の
殺
風
景

さ
に
か
え
っ
て
心
ひ
か
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
や
は
り
故
郷
で
あ

る
た
め
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
故
郷
に
準
ず
る
町
で
は
あ
る
。
し

か
し
、
故
郷
で
あ
る
と
断
言
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
私
の
父

は
個
人
的
に
は
平
和
な
市
民
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
本
人
の
全
体
は

武
装
し
た
侵
略
移
民
だ
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
そ
の
せ
い
で
、
私
た
ち
は

奉
天
を
故
郷
と
名
乗
る
資
格
を
も
た
な
い
の
だ
。）

₂₇
（

 

　

た
と
え
「
個
人
的
に
は
平
和
な
市
民
で
あ
っ
た
」
と
し
て
も
、
「
武
装

し
た
侵
略
移
民
」
で
あ
る
「
日
本
人
」
の
一
員
と
し
て
、
そ
こ
に
は
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
が
存
在
す
る
こ
と
を
安
部
は
認
識
し
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
開
拓
村
』
で
は
開
拓
移
民
た
ち
の
行
為
が
問
わ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
で
は
何
故
、
安
部
は
開
拓
団
の
満
洲
体
験
を
描
こ

う
と
は
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
こ
に
は
、
当
時
の
安
部
が
農
村
の
封
建
性

に
対
し
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、
安
部
は
封
建
性
の
問
題
を
そ
れ
ほ
ど
は

重
視
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
岩
上
順
一
か
ら
は
「
今
後
諷
刺
の
対
象

を
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
軍
国
主
義
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
者
農
民
を
と
り
か
こ

む
社
会
環
境
の
な
か
の
封
建
的
な
残
存
物
に
さ
し
む
け
」
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
指
摘
も
受
け
て
い
た
。）

₂₈
（

そ
の
認
識
を
安
部
が
改
め
た
の

は
、
松
川
事
件
の
取
材
で
訪
れ
た
福
島
県
の
農
村
で
の
体
験
で
あ
る
。
人

身
売
買
を
道
徳
的
な
悪
と
は
認
識
し
な
い
農
村
の
人
々
と
の
意
識
の
違
い

に
「
自
分
が
何
と
い
う
観
念
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
で
あ
つ
た
か
を
痛
感

し
た
」
安
部
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

村
と
い
う
長
い
間
の
封
建
的
な
共
同
体
の
生
活
の
中
で
は
、
ま
つ

た
く
の
個
人
的
な
動
き
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
つ
て
、

体
面
と
い
う
こ
と
が
、
一
番
の
い
つ
も
つ
き
ま
と
う
問
題
と
な
つ
て

い
る
。
人
身
売
買
を
し
て
も
そ
れ
は
村
八
分
の
原
因
と
は
な
ら
な
い

が
、
そ
れ
が
新
聞
に
で
る
と
、
そ
れ
は
も
う
完
全
に
村
八
分
の
理
由

と
な
る
の
だ
。
／
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
は
、
基
本
的
人
権
を
い

く
ら
云
々
し
て
も
農
民
は
け
つ
し
て
う
け
つ
け
な
い
。
や
は
り
農
村

の
慢
性
的
な
貧
困
化
問
題
と
か
、
山
林
や
土
地
所
有
の
根
本
的
問
題

か
ら
農
民
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
解
決
の
つ
か
な
い
問

題
だ
と
あ
ら
た
め
て
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。）

₂₉
（

 

　

こ
こ
で
安
部
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
自
由
な
個
人
と
い
う
も
の
が
成

立
し
な
い
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
農
村
の
封
建
的
構
造
で
あ
る
。
こ
の
取
材

の
経
験
を
も
と
に
し
て
、
安
部
は
「
死
ん
だ
娘
が
歌
っ
た
…
…
」
（
『
文
学

界
』
一
九
五
四
年
五
月
）
と
い
う
小
説
を
書
い
て
い
る
。
貧
し
い
村
の
少
女

を
語
り
手
と
す
る
こ
の
小
説
で
は
、
抑
圧
さ
れ
た
人
間
の
行
為
は
「
自
由

意
志
」
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
そ
の
責
任
を
問
う
こ
と
は
可
能
か
、
と

い
う
問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
。
少
女
は
家
族
を
養
う
た
め
に
劣
悪
な
条
件
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の
工
場
で
働
い
て
い
た
の
だ
が
、
一
時
帰
休
に
あ
い
、
そ
の
仕
事
す
ら
も

失
っ
て
し
ま
う
。
途
方
に
暮
れ
た
彼
女
は
工
場
の
寮
長
に
ど
う
に
か
東
京

で
の
仕
事
を
斡
旋
さ
れ
る
が
、
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
売
春
の
強
要
だ
っ

た
。
彼
女
は
何
と
か
拒
否
す
る
も
の
の
、
結
局
そ
れ
以
外
に
収
入
を
得
る

手
段
は
な
く
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
末
に
自
殺
を
選
択
す
る
。
東
京
へ
出
る

か
否
か
、
売
春
を
許
容
す
る
か
否
か
、
そ
し
て
自
殺
す
る
か
否
か
、
は
全

て
「
自
由
意
志
」
と
い
う
語
で
処
理
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
が
、
で
は
、

彼
女
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
え
た
の
か
。
少
女
は
「
自
由
意

志
」
に
つ
い
て
こ
う
呟
い
て
い
る
。

　

そ
の
晩
私
は
逃
げ
て
帰
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
主
人
が
恐
か
つ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
由
意
志
が
恐
か
つ
た
の
で
す
。
で
も
町

は
海
の
よ
う
で
、
私
は
迷
つ
て
し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
の
で
し
た
。

泳
い
で
も
、
泳
い
で
も
、
向
う
岸
に
ゆ
き
つ
け
ず
、
私
は
お
ぼ
れ
て

し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
の
で
し
た
。
行
き
つ
い
た
と
思
つ
て
も
、
そ

れ
は
岸
で
は
な
く
ま
た
べ
つ
の
海
か
も
し
れ
な
い
の
で
し
た
。
／
町

も
海
、
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
海
、
汽
車
も
海
、
工
場
も
海
、

そ
し
て
き
つ
と
私
の
家
も
海
…
（
中
略
）
海
は
町
か
ら
私
の
部
屋
に

ま
で
入
り
こ
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
自
由
意
志
で
、
お
ぼ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
「
私
が
わ
る
か
つ
た
ん
じ
や
な
い
も
の
ね
」
、
と
い
い

な
が
ら
、
私
は
私
の
死
体
の
顔
を
な
で
つ
づ
け
ま
し
た
。）

₃₀
（

 

　

「
私
は
、
自
由
意
志
で
、
お
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、

貧
困
に
よ
り
選
択
の
余
地
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
少
女
に
と
っ
て
、
そ
こ

に
本
来
の
意
味
で
の
「
自
由
意
志
」
な
ど
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

自
身
の
行
為
に
責
任
を
感
じ
る
こ
と
は
な
く
、
「
私
が
わ
る
か
つ
た
ん
じ

や
な
い
も
の
ね
」
と
呟
く
の
で
あ
る
。
「
強
要
」
さ
れ
た
「
自
由
意
志
」

と
い
う
矛
盾
、
そ
こ
に
本
当
の
意
味
で
の
主
体
性
・
個
人
は
存
在
し
な
い
。

少
女
の
行
為
を
「
自
由
意
志
」
に
基
づ
く
も
の
と
し
、
そ
の
責
任
を
問
う

こ
と
は
、
彼
女
を
追
い
詰
め
た
構
造
的
な
暴
力
を
不
問
に
付
す
こ
と
と
同

義
で
あ
る
。
「
ヘ
キ
地
」
「
隅
っ
こ
」
へ
と
追
い
や
ら
れ
、「
こ
う
し
な
き
ゃ
、

生
き
て
い
け
な
か
っ
た
」
開
拓
団
の
人
々
も
や
は
り
「
自
由
意
志
」
と
は

無
縁
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
「
死
ん
だ
娘
が
歌
っ
た
…
…
」
の
少
女
と
共

通
し
て
い
る
。
安
部
が
開
拓
団
の
過
去
を
描
か
ず
、
そ
の
加
害
性
を
問
わ

な
か
っ
た
の
は
、
周
縁
化
さ
れ
た
人
々
は
、
自
ら
の
行
為
に
責
任
を
持
つ

こ
と
が
可
能
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
関
係
し
て
い
る
。
た
だ
そ
こ
で
は
、

結
果
と
し
て
加
害
の
側
に
立
た
さ
れ
た
、
と
い
う
複
雑
な
問
題
は
捨
象
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
植
民
さ
れ
る
側
か
ら
の
視
点
を
決
定
的
に
欠

く
こ
と
と
な
っ
た
。
開
拓
地
を
「
ヘ
キ
地
」
「
隅
っ
こ
」
と
す
る
枠
組
み

は
結
局
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
し
か
な
い
以
上
、
こ
の
作
品
は
当
初
か

ら
そ
う
し
た
限
界
を
抱
え
こ
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
限
界
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
引
揚
げ
と
い
う
経
験
を

「
帰
郷
」
の
枠
組
み
か
ら
解
き
放
と
う
と
し
た
安
部
の
試
み
は
評
価
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
戦
後
日
本
の
引
揚
げ
を
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
た
大
規
模
な
人
口
移
動
＝
「
難
民
」
化
の
文
脈
で
捉
え
る

べ
き
と
す
る
道
場
親
信
は
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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「
難
民
」
の
流
れ
は
、
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
暴
力
の
連
鎖

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
「
日
本
難
民
」
は
そ
の
連
鎖
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
彼
ら
が
「
難

民
」
と
な
る
前
に
は
、
自
ら
が
「
難
民
」
を
作
り
出
す
存
在
で
あ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
敗
戦
に
よ

る
「
難
民
」
化
、
す
な
わ
ち
「
被
害
者
」
化
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ

が
「
日
本
人
の
日
本
」
に
「
帰
還
」
し
て
「
平
和
」
を
得
た
、
と
い

う
よ
う
な
、
平
板
な
「
国
民
史
」
に
閉
じ
込
め
な
い
こ
と
。
「
帰
還
」

し
た
「
日
本
」
は
決
し
て
彼
ら
を
「
難
民
」
か
ら
救
い
出
す
も
の
で

は
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
。
彼
ら
は
何
度
で
も
「
難
民
」
化
す

る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

）
₃₁
（

 

　

満
洲
開
拓
と
戦
後
開
拓
と
い
う
二
度
の
「
棄
民
」
と
な
っ
た
人
々
を
描

い
た
『
開
拓
村
』
が
明
ら
か
に
し
た
も
の
は
、
ま
さ
に
「
「
日
本
」
は
決

し
て
彼
ら
を
「
難
民
」
か
ら
救
い
出
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
、
「
彼
ら
は

何
度
で
も
「
難
民
」
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
『
開

拓
村
』
で
見
出
さ
れ
た
、「
帰
郷
」
と
は
な
ら
な
い
引
揚
げ
と
い
う
モ
チ
ー

フ
は
そ
の
後
、
『
け
も
の
た
ち
は
故
郷
を
め
ざ
す
』
（
一
九
五
七
年
）
に
受

け
継
が
れ
て
お
り
、
満
洲
体
験
・
引
揚
体
験
に
対
す
る
安
部
の
認
識
を
考

え
る
上
で
も
、
『
開
拓
村
』
と
い
う
作
品
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

注
（
1
）
「
開
拓
村
の
苦
心
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
五
年
九
月
八
日
朝
刊
、
五
頁
。

（
2
）
普
及
率
や
契
約
件
数
は
日
本
放
送
協
会
編
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
年
鑑　

１
９
５
７
』

日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
五
六
年
、
四
四
四
頁
、
に
拠
る
。

（
3
） 

大
林
清
「
大
衆
小
説
と
放
送
劇
―
大
衆
放
送
劇
に
つ
い
て
―
」『
放
送
文
化
』

一
九
五
二
年
八
月
。

（
4
）
内
村
直
也
「
放
送
芸
術
の
確
立
へ
」
『
放
送
文
化
』
一
九
五
五
年
一
一
月
。

（
5
）
岡
原
都
『
戦
後
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
教
育
―
「
婦
人
の
時
間
」
の
放

送
か
ら
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
婦
人
学
級
」
の
集
団
学
習
ま
で
』
福
村
出
版
、
二
〇
〇
九

年
、
三
一
頁
。

（
6
）
日
本
放
送
協
会
編
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
年
鑑　

１
９
５
５
』
財
団
法
人
ラ
ジ
オ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
九
五
四
年
、
九
一
‐
九
二
頁
。

（
7
）
農
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第
一
六
巻
、
財

団
法
人
農
政
調
査
会
、
一
九
八
二
年
、
九
六
六
頁
。

（
8
）
厚
生
省
援
護
局
編
『
引
揚
げ
と
援
護
三
十
年
の
歩
み
』
厚
生
省
、

一
九
七
七
年
、
二
〇
頁
。

（
9
）
成
田
龍
一
「
「
引
揚
げ
」
に
関
す
る
序
章
」
『
思
想
』
二
〇
〇
三
年
一
一
月
。

（
10
）
前
掲
成
田
龍
一
「
「
引
揚
げ
」
に
関
す
る
序
章
」
。

（
11
）
ち
な
み
に
こ
の
本
に
は
元
満
洲
国
開
拓
総
局
長
東
満
総
省
省
長
五
十
子
巻

三
の
序
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
引
揚
げ
の
途
上
に
亡
く
な
っ

た
人
々
が
「
開
拓
の
英
霊
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）
藤
原
て
い
「
呼
べ
ど
こ
た
え
ず
」
池
田
佑
編
『
改
訂
縮
刷
決
定
版　

秘
録

大
東
亜
戦
史　

満
洲
篇
』
富
士
書
苑
、
一
九
五
四
年
、
二
六
八
頁
。

（
13
）
引
用
は
『
海
外
引
揚
関
係
史
料
集
成
（
国
内
編
）
』
第
一
六
巻　

ゆ
ま
に
書

房
、
二
〇
〇
一
年
に
拠
る
。

（
14
）
成
田
龍
一
『
「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
九
八

頁
。
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（
15
）
蘭
信
三
『
「
満
州
移
民
」
の
歴
史
社
会
学
』
行
路
社
、
一
九
九
四
年
、
四
五

頁
。

（
16
）
拓
務
省
拓
務
局
編
『
満
洲
移
民
第
一
期
計
画
実
施
要
領
』
拓
務
省
拓
務
局
、

一
九
三
七
年
五
月
。

（
17
）
前
掲
拓
務
省
拓
務
局
編
『
満
洲
移
民
第
一
期
計
画
実
施
要
領
』
。

（
18
）
前
掲
蘭
信
三
『
「
満
州
移
民
」
の
歴
史
社
会
学
』
、
五
七
頁
。

（
19
）
引
用
は
、
農
地
改
革
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
農
地
改
革
資
料
集
成
』
第

一
六
巻
、
財
団
法
人
農
政
調
査
会
、
一
九
八
二
年
、
四
三
五
頁
。

（
20
）
「
昭
和
２
１
年
度
開
拓
増
産
隊
ニ
関
ス
ル
件
」
。
引
用
は
開
拓
２
０
周
年
記

念
事
業
会
内
戦
後
開
拓
史
編
纂
委
員
会
編
『
戦
後
開
拓
史
（
資
料
編
）
』
全

国
開
拓
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
一
九
六
八
年
に
拠
る
。

（
21
）
道
場
親
信
「
戦
後
開
拓
と
農
民
闘
争
」
『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
二
年
一
一
月
。

（
22
）
野
添
憲
治
『
開
拓
農
民
の
記
録　

農
政
の
ひ
ず
み
を
負
っ
て
』
日
本
放
送

出
版
協
会
、
一
九
七
六
年
、
一
二
七
頁
。

（
23
）
引
用
は
、
前
掲
開
拓
２
０
周
年
記
念
事
業
会
内
戦
後
開
拓
史
編
纂
委
員
会

編
『
戦
後
開
拓
史
（
資
料
編
）
』
、
一
五
頁
。

（
24
）
前
掲
野
添
憲
治
『
開
拓
農
民
の
記
録　

農
政
の
ひ
ず
み
を
負
っ
て
』
、

一
四
一
頁
。

（
25
）
前
掲
蘭
信
三
『
「
満
州
移
民
」
の
歴
史
社
会
学
』
、
一
九
五
頁
。

（
26
）
葛
西
嘉
隆
「
農
村
二
、
三
男
問
題
の
推
移
と
現
況
」
『
職
業
安
定
広
報
』

一
九
五
三
年
五
月
。

（
27
）
安
部
公
房
「
奉
天
―
―
あ
の
山
あ
の
川
」
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
五
五
年

一
月
六
日
。

（
28
）
岩
上
順
一
「
創
作
方
法
と
国
民
文
学
」
民
主
主
義
科
学
者
協
会
・
芸
術
部

会
編
『
こ
れ
か
ら
の
文
学 

国
民
文
学
論
』
厚
文
社
、
一
九
五
三
年
、

二
三
五
頁
。

（
29
）
安
部
公
房
「
常
識
と
違
う
農
村
意
識　

都
市
の
孤
立
性
と
通
ず
る
封
建
制
」

『
一
橋
新
聞
』
一
九
五
四
年
五
月
一
〇
日
。

（
30
）
安
部
公
房
「
死
ん
だ
娘
が
歌
つ
た
…
…
」
『
文
学
界
』
一
九
五
四
年
五
月
。

（
31
）
前
掲
道
場
親
信
「
戦
後
開
拓
と
農
民
闘
争
」
。
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